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34年度においては 築方面の 気上昇に伴い,エレベータおよび

エスカレータの需要ほ33年度を上回り,全回作劇抑二多数納入され

運転を開始した｡新製品および新技術の開発は,34年春完成Lた日

本でほもちろん,耽紬こもあまり類のないエレベータ研剰料こより,

大きな成果が上げられた｡

製品としてほまず#河不動踵株式会社胡めFl動~■巨川油托エレベ

ータがある｡そのほか1ギ｣戯行に納入したせり_上げ式l'l期中エレベ

ータ,群∴T;銀子｣こ,京ビルなどは1~l備他における【-1動車パーキングの

関越を解決した帖洲Jな設何Fiとして注｢丁されている∴制御方式につ

いても数隼来仝=動運転J式を朋党Lてきたが,34年度3台並列[l

動ノノ式ほ野村第ニビルに,4f†並列は東京住友銀行ビルに実施して

電子頭脳の謄異を果現した｡つぎに独特な発 相性をもった新形直

流エレベータは仝｢咽;市センター,上野隋養軒などに納入されてお

り,特に後 ほドアの塗模様に′一兵障の~】ヒ.､凪な感じをだし,意匠上か

らもきわめて珍しく好評を博している｡そのほか刑入11関係にステ

ンレスあるいほゴールドブロニ/ズなどを川い,豪華なぷ匠を誇るも

のに野村第∴ビル,吏北′ 力公館などがある(〕

エスカレータは引続きデパート川として透明形2人立のものが多

く,松坂鼠 西武デパート,相模鉄道会館などに多数納入された｡

また南アメリカ派遣の巡航見本1桐斜こも,船として初めてのエスカ

レータが設;托された′二】さらに江ノ島観光職式会社に納入した4子㌻の

エスカレータほ,碓‖=‖としても,長さの記録においても,トンネ

ル1月に設置された新し∴､か両として口 に研を見ない画闇肝内なもの

であり,観光地の斯い､考えノノの施設として注目されている｡

34年度の新製品,新技術については多方耐こわたるが,以~ト代衷

仙なもの~∴ 二についてやや詳しく説明する｡

15.1エ レ ベ ー

タ

15･1･1住友銀行納ギャレスの全自動群管理方式

1バンク4てど手の仝l二1勅許管1=甘〟式150m/min ギャレスエレベー

タを昭和34年5月住友銀行ビルに納入した｡これは大事務所ビルの

朝夕のラッシュを仝=動群管理方ズによって解消Lようとするもの

であって,従来窄押狂者によって行っていた運転上の管理をすべて【二1

首‡11.¥lエ レ ベ ー

タ 研 究 塔

掛軸こ検目するようにL,交通状況の繁閑の度合によ･一,て次の代表

的なPatternが1-1動的に指令される--▲

(1)Rush Hour･Trafhc

(a)Up Peak

(b) Down Peak

Balanced Trafhc

Trangent Heavy Tra惰c

(a)Heavy Up

混 三維 ‖寺

川 勤 時

退 勤 時

平 常 時

一時的な混雑晒

昇り客が多い吋

第2図 野 村 須 ニ ビ ル 納 エ レ ベ ー タ 第3図 上 野 精 養 軒 納 エ レ ベ ー

タ
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(1))Heavyl)qwn 降りノ軋が多い叫

(4)Intermittent Tra捕c 閑 散 時

これらの交通状況の変化ほ絶えずイJ~機的な電丁珊脳

で牛用-とされているから,たとえば来客が少なくなると

運転台徽鬼髄らし/て経消化をはかる_卜に,川夕のよう

なラッシュには4台のエレベータが上下屑子-fにわかれ

て最短の運転時間で運転するようになる｡ノ したが一-)

て,輸送能力i･ま平常よりも倍加されたことになるから,

混雑時でも最大､】′均柑時間ほ35秒以l句となり,ほとん

ど待たずに乗れるエレべ--クといえるものである(詳

細は本誌Vol.4l,N(~).9に掲硬).

15.1.2 油墜式自動車エレベータ

大都~直ほかりでなく,仝【t抑Jに作動車の数か増加L,

特に椰心における粧車設備け㈹題が大きくグロ←ズア

ップされてきた｡この点にかんが1･:㌔,11､り蝕作所出-FT･

くから['~1動軒別†Jエレベータの肝j■Eをはじ捏),すでに

多数の需動こ応じているが,このけどさらに油圧式F■1

動車エレベータを開発し,第∴月･機をハ河セルに納入

1両

狛4図 航
一札/ト

=J舶 エ ス カ レ ー

タ

した｡34年秋からすでに矢川運転にほいイでおり,好評せ潤してい

る㌧-､一一り･機のおもな仕様を弟1表に′吉ナ

通常ビルに併設される粧車場には地卜1附が多く利川される(:油

十~i三式エレベータほ,頃舶モ那i崇を少なくできるほかりでなく,2附の

昧面積も完全に利用でき,帥-｢ミュニットほきわめてコンパクトにま

とめられ,配筍により日‖=こ設匿場所を速読できる｡また,保守も

雛5図 住友銀行ビル納エ レベー タ

速
制
停

ケ

御

表l第

竜
度
式
根

ズ

扉

裾り上式エレベータ1号槻のおもな仕様

3,500kg

lOnュノmin

2段通せ押釦制御自動者朕式

2 り,B階)

問I13,0001mmX奥行3,0001つ1mX山人‖高さ1,950mm

2枚_l二開き自動扉

19kWペインポソプ2合

2,935mlTl

簡叩であり∴_捌諮費の点カ､らも目動中川としては廉価である｡

洲1ミュレベータの構造を弟8図にホす｡日動ヰ欄入時の偏心魚荷

は,ロ←プ式と同様, 定式ガイドシニL一によりレールでささえら

JLるれ ラムがケージに直結されていると仙げ応力を完全に排除す

ることほ困難であるu紬こ地階でラムの1∴】山長が短くなった場合

ほ,かなりの応力を受けることになる｡l]立製作所ではこの点を考

慮し,ラム上端に偏心蝕榊こよる過負荷を防止するための特殊装眉

を考案し(粕詔=顧伸),良好な結慄適職た｡

仙把ポンプは191iW2台のピッカースタイブペインポンプを便

川Lており,ペインの材汽も特殊材料を使用し精密工作を施してあ

るので,はかのポンプに比して効率が高く,騒音も比較的少ない｡

また,こjtらの機皆削よタンク上部に配i托され,タンク前面に配置さ

れた制御盤とともにきわダ~)てコンパクトにまとめられている｡

第6図 住友銀行ビル納エレベータ用受電盤,制御盤,信号盤群
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第7図
-1l`河ビル納∩動串エレベータ

第8国 昇 降 路 断 面 図

制御力式としては2段速度方式を採用し,ダブルポンプ2台を用

い,電磁弁の切り替えにより円滑な加減速を行わせている｡特に,

下降ほ自重方式とし,動力の節約を計っている｡

今後この穐油圧エレベータの活用が期待され,すでに群馬銀行,

京ビルなどから続々と受注された｡

15･1･3 交流エレベータ用DF形接触器

従来の交流エレベータの主接触掛こは,交流励磁,盤攻付のAP

形接触器が用いられていたが,今般,まったく新しい構想のDF形

接触舘が完成した｡DF形接触器にほ弟2表のように11kW以下

用のDF形M式(弟10図)と,15～22kW用のDF形L式との2

穐類があり,そのおもな特長ほ~F記のとおりである｡

､1･

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

マグネットほ,直流励磁方式である｡

フレーム坂付形である｡

ヒンジはピソレスのナイフエッジ形である｡

固定接点にメタリック･カーボンを用いている｡

可動接点に硬銅板を用いている｡

補助回路にリード線がなく,また表側配線式である｡

全面的にプレス･モールド製部品を用いている｡

構造上チャツタリングが起きないよう考慮されている(特

許･実用新案出願中計7件)

第42巻 第1号

第9国 油 圧 ワ ー ニ ッ ト

DF-MX,2a補助接点つき〔右)およぴ

Ⅰ)F-MB,カーボン式補助接点つき(左)

第10囲 DF 形 M式 接 触 器

第2表 DF形接触器の仕様

したがって,軽鼠 小形,静粛で,かつ長い寿命をもち,特にェ

ヤー･ダッシュポットなどがないので,現地の保守の手間も相当緩

和され好評を博している｡

このDF形接触器ほ工場において 価負荷による厳密な 命試験

を行うとともに,一方社内のエレベータに試用して,実負荷での約

1年半にわたる実績を確認したのち,量産態勢をととのえ,34年度

からいっせいに採用したものである｡

15.2 ェスカレーク

15.2.1観光登山用エスカレータ

江ノ島鎌倉観光株式会社に納入した,江ノ島の観光登山用エスカ

レータ4基は,世界にも類例の少ないものである｡すなわち登山用

としてはわが国初めての試みであるばかりでなく,このような大規

模なものは世界でも初めてである｡本エスカレータほ山の地表近く

のトンネル内に設置され,4基粟継ぎしていわゆる4連で頂上に達
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第11図 江ノ島鎌倉観光納第一連エスカレータ

第12図 江ノ島鎌倉観光納エスカレーク降口

するようになっている｡頂上に達するまでの高さは4連で46mで

ある｡

は幅1,200mm,8β00人/hの輸送能力を有し,高さは

13mの匝l内政大のエスカレータであって,エスカレータを設置す

るトンネル丁二番と相まって,種々

好評のうちに営

作に苦心が払われたが,34年夏

転を開始することができた｡

本エスカレータを設置するためのトンネル工
,乗場建家,切符

売場,降場建家は写真に見られるようにこの鳥の風致を考慮した特

異な設計となっており,耐震にも粕に考 が払われている｡

エスカレータほ各部品に綿密な検討が加えられ,大形化に伴う閃

り狛イヤミを克服し,耐震,潮風に対しても十分′友全なようになってい

るL〕また百1封占向の高級エスカレータと同様の快適な衷心他となっ

ており,らんかんはグリーンのデッキボード,内側パネルほ同色で

大理石模様のR立ヒッターライトを使用し,長大なエスカレータで

あるとともに,非常に豪華なものとなって,この掩エスカレータと

してよく調和のとれたものであるとの好評を得ている｡

3迎,4 ま幅員800mm,5,000人/hの輸送能力を有し,高さ

は10mの記録的なものであって,1連,2

ものである｡

15.2.2 百貨店向複列連動式エスカレータ

目立

と同様外観の豪華な

作所ほ一般向エスカレータとして,世界に のない複列遵

動式を開発したことはすでに紹介してあるが,設置価格の低廉であ

ること,設置場所が少なくてすむこと, 昇とこ､.∨な少力費消力

り降りで輸送能力が大であることなど多くの特長が好評を得,引続

き多数 作中である｡今回興和不動産株式会社に納入したものは,

大百貨店向として考慮されたものであって,従来の一般向は中央の

らんかんに移動ハソドレールを設けなかったが,中央にもハンドレ

ールを設け,老人,子供など不慣れなものでも転倒する心配をなく

した｡また百貨店むきとして中火らんかんの左右の内側パネルを全

長にわたって照明した持異なものである｡

第13図 興和不動産納複列連動式エスカレータ




